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 帝京大学法学部助教 小谷昌子氏は、早稲田大学学位規則第 7 条第 1 項に基づき、2014
年 10 月 16 日、その論文「医療の内容に対するコントロール―医師の診療上の注意義務違
反を中心に―」を、早稲田大学大学院法学研究科に提出し、博士（法学）（早稲田大学）の
学位を申請した。後記の審査員は、同研究科の委嘱を受けて、この論文を審査してきたが、







ルと医師の注意義務」、「結」から構成されている。第 1 部に当たる「一 わが国における
医師の専門的判断と法的注意義務」は、「第 1章 医師の実施義務」と「第 2章 医療水準
の現在と医師の実施義務」、第 2部に当たる「二 アメリカにおける医師の診療上のネグリ
ジェンス」は、「第 1 章 プロフェッショナル・ネグリジェンスと慣行（custom）」、「第 2
章 医師の行為の合理性」、「第 3章 アメリカにおける診療ガイドラインと医療過誤訴訟」、
さらに、第 3部に当たる「三 医療の内容に対するコントロールと医師の注意義務」は、「第
1 章 医師の実施義務と『医学的知見』」、「第 2 章 医師の実施義務と診療ガイドライン」、















（2） 第 1部 わが国における医師の専門的判断と法的注意義務 
 第 1 部にあたる「一 わが国における医師の専門的判断と法的注意義務」では、平成 8
年までの判例を中心に、わが国における医師の医療上の処置の実施に関する注意義務基準
をめぐる理論展開を検討し、その到達点とそこにあらわれた問題を指摘する。 
① まず、「第 1 章 医師の実施義務」では、医師による医療上の処置の実施義務につい
て、昭和 36 年のいわゆる輸血梅毒事件（最判昭 36・2・16 日民集 15 巻 2 号 244 頁）を出発
点として、判例および学説で展開されてきた伝統的な見解の概観が行われている。その中
では、昭和 40 年代から最高裁判例の中で形成されてきた、いわゆる「医療水準論」の展開
を詳細に追い、最高裁平成 8 年 1 月 23 日判決（民集 50 巻 1 号 1 頁）をもって、それが一つ
の到達点に達したという評価を行っている。 













（3） 第 2 部 アメリカにおける医師の診療上のネグリジェンス 




① 「第 1 章 プロフェッショナル・ネグリジェンスと慣行（custom）」では、まず、ア
メリカでは、原則的な不法行為法の考え方に従うのであれば、ネグリジェンスの有無は合
理人を基準として判断されることになるところ、伝統的にメディカル・ネグリジェンスの
判断においては、慣行的プラクティス (customary practice) 、または、承認されたプラクテ
 4 
ィス (accepted practice) が、注意義務の存否判断において非常に強く影響してきたというこ
とが示される。 


















関、政府機関、健康維持機構（HMO : Health Maintenance Organization) や保険会社などが作



























(4) 第 3 部「医療の内容に対するコントロール」 
 第 2 部で抽出したアメリカの裁判例からの示唆を踏まえて、第 3 部では、今一度わが国
における医師の実施義務の問題に焦点を移し、考察が続けられている。 
➀ 「第 1 章 医師の実施義務と『医学的知見』」では、第 1 部で一つの到達点として位



























































































































































































（平成 8 年 1 月 23 日判決後の 5 件の最高裁判決）や診療ガイドライン（近時の数件の下級
 11 
審判決）に基づく過失判断を行う裁判例を詳しく検討し、診療行為における法的実施義務
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